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　平成30年度日教弘本部奨励金の助成を受けて、「高

校の新設「公共」科目における年金教育の単元開発と

実践的ディベート教材開発」の研究を進めてきました。

また、「国民年金行政における年金広報政策としての

年金教育」についても研究を進めています。今後は、

「SDGsと社会保障・年金教育」についても展開してい

きたいと思います。

　政策コースに所属し、「公的年金論」「社会保障論a・

b」「政策入門」「プロジェクト型応用演習（国民年金加

入行動啓発プロジェクト）」「基礎演習」等の科目を担

当しています。『国民年金加入行動啓発』『年金ディ

ベート道場』『令和の年金広報コンテスト』のKeyword

を検索してみてください。演習科目を通じて作成した

教育用動画を視聴することができます。
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大学ではこんなことを研究しています 先生からメッセージ

略歴

社会保障・公的年金

年金教育と情報発信、年金広報政策、国民年金加入行動啓発

年金教育

私的と公的の違いから
公共の必要性を考えよう！

　人生100年時代！ 公共との関わり合いなしには生きていけないと
思います。そもそも、年金は「私的」にも「公的」にも運営できるのに、
どうして公的に関与する必要があるのでしょうか？ 財の供給メカニ
ズムである市場原理と多数決原理の役割分担から、公的年金の必要
性と私的年金の役割について考えていきます。
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●出張講義分野

●研究分野のキーワード

●専門分野

公共の仕組みを理解し、公共への関心を高めたい方に
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